
市木公民館　☎７１－５０１１(市木支所)
講座名 期 日 開催時間 開催場所 内    容 材料代など 定員 講  師

20 体と心をゆるめるヨガ

毎月第１・３火曜日 
(全１０回) 

※初回6月7日

午後1時半
～午後3時 市木公民館

忙しい日常をリセット。
呼吸を感じながら動きをふっと
ゆるめましょう。

無料 8名 水野 千乃

21 楽しいニュースポーツ

毎月第３火曜日 
(全５回) 

※初回6月21日

午後7時
～午後8時半 市木公民館 簡単で楽しいスポーツでリフレッ

シュ！
保険代 
120円 20名

串間市 
スポーツ
推進員

22 民舞
毎月第4水曜日 

(全８回) 
※初回6月22日

午前10時
～午前11時半 市木公民館 日本舞踊を踊りながら体幹を鍛え

ましょう。 無料 8名 島田 愛子

【北方地区】 農村環境改善センター　お問い合わせは☎７２－４４１２(中央公民館)
講座名 期 日 開催時間 開催場所 内    容 材料代など 定員 講  師

23 草木染め
毎月第１・３木曜日 

(全６回) 
※初回6月2日

午後1時半
～午後3時半

農村環境改善
センター

身近にある自然の素材を使いなが
ら布を染めませんか。

材料代 
初回1,500円 
以降その都度

6名 木野瀬 利菜

24 優しい書道
（小筆の基礎）

毎月第１・３月曜日 
(全６回) 

※初回6月6日

午前10時
～午前11時半

農村環境改善
センター 小筆の使い方を覚えてみませんか。 無料 10名 谷口 弘之

25 チェアヨガ
毎月第２金曜日 

(全６回) 
※初回6月10日

午後1時半
～午後3時

農村環境改善
センター

椅子に座って誰にでもできるヨガ
体操をしませんか。 無料 10名 大有 ひろみ

26 笑顔で歌おう
毎月第４木曜日 

(全６回) 
※初回6月23日

午後1時半
～午後3時

農村環境改善
センター 声を出して、気持ちよく歌いましょう。 110円 

（ファイル代） 15名 永倉 ゆかり

都井基幹集落センター　☎７１－４０１１(都井支所)
講座名 期 日 開催時間 開催場所 内    容 材料代など 定員 講  師

27 優しい書道�（小筆の基礎）

毎月第１・３月曜日 
(全６回) 

※初回6月6日

午後1時
～午後２時半

都井基幹集落 
センター 小筆の使い方を覚えてみませんか。 無料 10名 谷口 弘之

28

塩麴・醤油麹を
含む
調味料づくり
（簡単家庭料理）

毎月第２月曜日 
(全４回) 

※初回6月13日

午前９時半
～午前11時半

都井基幹集落 
センター

塩麴、醤油麹作りとそれを使った
おいしいエコな家庭料理に挑戦し
ましょう。

材料代 
2,600円 10名 徳重 範子

29 草木染め
毎月第２・４月曜日 

(全６回) 
※初回6月13日

午後１時半
～午後3時半

都井基幹集落 
センター

身近にある自然の素材を使いなが
ら布を染めませんか。

材料代 
初回1,500円 
以降その都度

6名 木野瀬 利菜

30 楽しい�ニュースポーツ

毎月第４火曜日 
(全５回) 

※初回6月28日

午後7時
～午後8時半

都井基幹集落 
センター

簡単で面白いニュースポーツを楽
しみませんか。

120円 
（保険代） 15名

串間市 
スポーツ
推進員

令和４年度  串間市公民館『定期講座』・申込書　　　　　　申込日：令和４年　　　　月　　　　日
参加者氏名・年齢 連絡先 講座名（略しても可）　と　開催地区名（〇をしてください）

（フリガナ）
　氏 名

（　　　歳）

日中連絡の取れる番号

☎

【講座名】

（開催地区）
中央・大束・本城・市木・北方・都井

【講座名】

（開催地区）
中央・大束・本城・市木・北方・都井

住所　〒 【講座名】

（開催地区）
中央・大束・本城・市木・北方・都井

＜参加費(教材費)合計＞ 
 

　　　　　　　　　　　　円

キ　リ　ト　リ　線

令和４年度串間市公民館 定期講座 募集

令
和
４
年
度

国
民
年
金
保
険
料
額
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
の

国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
万
６
，
５
９
０
円

と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
は
原
則
と
し
て
翌
月

末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
納
付
期
限
ま
で
に

納
付
が
な
い
と
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
に

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
４
月
か
ら
受

け
付
け
し
て
お
り
、「
在
学
証
明
書
」
ま
た
は

「
学
生
証
の
写
し
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

次
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
に
は
、
４

月
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を
送
付
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
ご
返
信
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
の
受
け

付
け
と
な
り
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
免
除
区
分

が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯

主
の
申
告
が
必
要
で
す
。
所
得
の
確
認
が
で
き

な
い
場
合
、
却
下
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
な

お
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
）。

問い合わせ先　市民生活課市民係　☎７２‐１１１７（内線２２５・２２６）／ 都城年金事務所　☎０９８６‐２３‐２５７１

日本近代史の始まりを駆け抜けた女性
－津田梅子 【問い合わせ先】

　総合政策課企画係☎ 55-1152

　「先生をするのであれ、主婦にな
るのであれ、どのような方面の仕事
をするのであれ、高尚な生活を送る
ように努力してください。
　古い時代の狭量さ、偏屈さを皆さ
んから追い払い、新しいことを求め
つつ、過去の日本女性が伝統として
伝えてきた優れたものは全て保つ努
力をしてください」（津田梅子）

　令和６年を目途に発行される新紙
幣。そのお札に描かれる人物の一人
が「津田梅子」です。彼女は、「日本最
初の女子留学生の一人で、女子英学
塾を創設するなど、近代的な女子高
等教育に尽力」※１したことを評価さ
れ、新五千円札の肖像に選ばれました。
　彼女が残した言葉からは、一人の
個人としての尊厳をもって生きるこ

との大切さが感じ取れます。
　彼女は、わずか６歳で親元を離れ、
アメリカへと留学。英語、フランス
語、ピアノなど多くの学びを得て、
17歳で日本へ帰国しました。
　留学を通して「一人の独立した
個人」として育った彼女は、帰国後、
日本の「嫁いで夫を支えて生きるこ
と」を規範とした女性たちを目の当
たりにします。
　この時、華族女学校の英語教師と
なっていた彼女は、数年後再度アメ
リカへ留学。帰国後、35歳の時に「女
子英学塾」を設立しました。ここで
は、「男性と協力して対等に力を発
揮できる、自立した女性の育成」を
目指しました。この学校は、「津田
塾大学」として今なお学びの場を開
いています。

　「一人一人の航路には独りで立ち
向かわなければならない、それぞれ
の困難と問題があります」
　「私たちは、あらゆる面において、
皆を助ける努力をしてまいりました。
しかし将来は皆の手中にあり、皆は
実際の体験における試練と教訓を待
たなければなりません」
　1913年女子英学塾の卒業式式辞
で彼女が述べた言葉です。100年
たった今でも多くの人に刺さる言葉
ではないでしょうか。
　近代史の始まりを駆け抜けた女性、
津田梅子の生きざま、彼女の残した
言葉。そこから、今の私たちに必要
なものが見いだせるかもしれません。

※１　�独立行政法人国立印刷局「新しい銀行

券について」より引用

還付金詐欺多発中！！
　今年に入り、県内の高齢者世帯を中心に、還付金詐
欺と見られる不審電話が急増しており、多額の被害が
発生しています。
●還付金詐欺の手口
　市役所職員などを名乗る人物が一般住宅の固定電
話に電話して「還付金があります（介護保険、医療費、
年金など）。還付金の手続きをするのでＡＴＭに行っ
てください」などと言ってＡＴＭに誘導し、現金を振

り込ませるものです。
●被害に遭わないためには
・�「還付金の手続きをＡＴＭで」は全て詐欺です。
・�電話でのお金の話は、その場では絶対に応じること

なく、必ず家族に相談しましょう。
・�不審な電話があったり、詐欺か分からない場合など

は、警察に相談してください。
　 �串間警察署☎７２－０１１０　警察安全相談♯９１１0問
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